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県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
要
望
・陳
情
事
項
　
２
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３

事‐‐
海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト

５
　
１２
月
の
景
況
調
査

４
　
情
報
連
絡
員
全
体
会
議

３

婦
中
央
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
特
集
　
６
ｏ７
・８
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主
　
　
　
。中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
概
要
。構
成
図
。組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

‐――――‐
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
オ
ー
ラ
ム

ー０

事
務
局
だ
よ
り

１１

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
　
　
　
映
像
を
含
め
た
情
報
０
ア
一ン
タ
ル
化
や
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
化

会
は
、中
央
会
の
活
動
や
中
小
企
　
　
　
（双
方
向
）の
実
現
に
委
り
、国
や
業
種
、あ
る
い
は
学
問
の
分
野
で

業
の
経
営
に
役
立
つ
各
種
情
報
を
　
　
も
境
界
線
が
無
く
な
り
、
「ン
ー
ム
レ
ス
化
」が
一
段
と
進
ん
で
い
く

提
供
し
て
い
く
た
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
　
　
　
と
思
わ
れ
ま
す
。

卜
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
二
月
一
日
か
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
が
、知
ろ
つヽ
と
思
え
ば
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
即
座
に
手

ら
開
設
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
現
代
社
会
で
す
。

現
下
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
一
段
と
厳
し
　
　
　
イ
ンタ
ー
不
ッＬ
で
ア
ク
女

す
れ
ば
、あ
ら
２
る
情
報
を
手
に
す

さ
を
増
す
中
で
、組
合
員
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
企
業
と
中
　
　
る

，」と
が
で
き
ま
す
。

央
会
が
双
方
向
で
つ
な
ぐ
情
報
の
窓
口
と
し
て
、国
、県
の
補
助
　
　
　
ま
た
、あ
ら
ゆ
る
世
界
の
情
報
が
居
な
が
ら
に
し
て
把
握
で
き

を
活
用
し
な
が
ら
開
設
の
準
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

Ｘ
部
婢
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
　
い聰
教舞
ざ

由礼
礫
純
¨
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

型
ヽ
早詈
と

予
翁
騨嚇恥一爾
簾　
　
企
業
の皆
さ
んの積
極
的
な
活
用
を
そ緋
は場
料
楼
神

遇
琳
搬
事
い
Ｃ
¨
卍
脚
緯
ヽ
嘔
』
宅
一支

援
事
業
の
ホ
ー
ム
パ
ム
ン
に
　
　
　
抑
「
に
選
択
し
、如
何
に
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
で

ょっ
ね
鰊
型
茉
慶
輩
り
　
図易
墨
蔚
髪
鼈
夭
萄
］枯製

霧
野
鍵
勒
好
癸
》
」辮

料
は
魃
舜
琳燿
藤
［競
錬
蜂

を測砕訂けい溝購一は地球を小さく、世界を一つにする大　　　　』′―、し籍い隷罐事一ハ時静』果会との双方向̈でのメールの一父

きな力を持つています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　信が益々
盛んになることを期待しています。
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地元専門業者の積極的活用を
中
央
会
と
中
央
会
の
会
員
組
合
で
組
織
し
て
い
る
岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会

（総
合
建
設
業
を
除
く
）

は

一
月
二
十
七
日
、
岐
阜
市
の
平
安
閣
で
県
庁
各
部
局
等
に
対
し

『県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
、
県
議
会
幹
部

に
対
し

『県
議
会
幹
部
と
の
懇
談
会
』
を
開
催
し
た
。

同
部
会
は
、
中
小
企
業
の
官
公
需
確
保
を
め
ざ
し
て
、
分
離
発
注
の
必
要
性
、
地
元
中
小
企
業
者
の
積
極
的

活
用
、
公
共
工
事
発
注
の
増
加
な
ど
十
項
目
の
要
望

・
陳
情
を
県
等
の
発
注
部
局
、
県
議
会
幹
部
に
行
っ
た
。

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会

（五
十
六
組
合
）
は
、
恒
例
と
な
っ

た

『県
官
公
需
フ
オ
ー
ラ
ム
』
と

『岐
阜
県
議
会
幹
部
と
の
懇
談
会
』

県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
加
藤
太
郎
副
部

会
長
が

「本
部
会
は
昭
和
五
十
二
年

に
設
立
し
て
以
来
、

２‐
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
、
時
代

・
経
済
情
勢

の
変
動
に
対
応
し
て
、
多
く
の
要
望

や
陳
情
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
経
済

・
社
会
情
勢
に
合

わ
せ
た
要
望

・
陳
情
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

県
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
県

土
本
部
監
理
課
の
松
原
恒
参
事
兼
監

理
課
長
を
は
じ
め
県
発
注
部
局
及
び

関
係
機
関
の
担
当
者
ら
二
十
六
人
に

対
し
、
出
席
、
部
会
メ
ン
バ
ー
三
十

五
人
が
参
加
し
要
望
事
項
を
開
陳
し

た
。ま

た
、
県
議
会
幹
部
と
の
懇
談
会

で
は
、
県
議
会
議
員
の
猫
田
孝
氏
（部

会
顧
問
）、
宮
嶋
和
弘
氏

（副
議
長
）、

小
川
豊
氏

（総
務
委
員
長
）、
伊
佐
治

金
嗣
氏

（企
画
経
済
委
員
長
）、
平
野

恭
弘
氏

曾
辰
林
委
員
長
）、
藤
墳
守
氏

（土
木
副
委
員
長
）
が
出
席
し
、
官

公
需
フ
オ
ー
ラ
ム
と
同
様
に
十
項
目

の
要
望

・
陳
情
を
行
っ
た
。

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

三
分
離
発
注
の
必
要
性
＝
分
離

発
注
は
中
小
企
業
の
活
性
化
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、県
に
お
か
れ
て
は
分

離
発
注
に
努
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、県
内
建
設
関
連
中
小
企
業

者
の
育
成
の
た
め
、公
共
工
事
に
係

る
建
築
設
備
工
事
、木
製
建
具
工
事

等
の
発
注
に
つ
い
て
は
、地
元
専
門
業

者
を
優
先
し
、極
力
分
離
発
注
と
さ

れ
る
よ
う
願
い
た
い
。

な
お
、市
町
村
に
対
し
て
も
こ
れ

ら
の

」ヽと
に
つ
い
て
の
指
導
を
願
い
た

い
。

〔岐
阜
県
管
設
備
工
業
脇
・岐
阜
県

建
具
工
業
棚
・岐
阜
県
電
気
工
事

業
（工
組
γ
岐
阜
電
気
工
事
棚
・岐

阜
県
塗
装
業
開

瑞
浪
建
築
板
金

（協
業
こ

一
一、地
元
専
門
業
者
の
積
極
的
活

10項 目の要望・陳情

711-卜‐

経
済
情
勢
に
合
せ
た
要
望
を
め
ざ
す

連業団体が県と県議へ要

県
議
会
幹
部
と
の
懇
談
会

籟
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用
＝
県
及
び
市
町
村
発
注
の
公
共

工
事
に
つ
い
て
は
、地
元
専
門
業
者

育
成
の
見
地
か
ら
地
元
中
小
企
業

者
へ
の
積
極
的
な
指
名
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
官
公
需
適
格
組
合
の

活
用
を
願
い
た
い
。

県
発
注
の
井
戸
堀
削
工
事
及
び

そ
の
関
連
工
事
に
つ
い
て
は
、地
元
専

門
業
者
（地
下
水
開
発
さ
く
井
業

者
）の
活
用
を
願
い
た
い
。

〔脇
岐
阜
県
建
築
設
計
セ
ン
タ
ー
・岐

阜
県
鐵
構
工
業
開
・岐
阜
県
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
脇
・岐
阜
県
地
下
水
開

発
棚
〕

一二
、公
共
工
事
発
注
の
増
加
＝
大

型
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
エ
法
を
含
む
、県

公
共
工
事
の
中
小
企
業
向
け
発
注

の
増
加
を
願
い
た
い
。

〔岐
阜
県
土
木
用
ブ
ロ
ッ
ク
（工
組
ご

四
、公
共
建
築
物
の
電
気
設
備
点

検
の
保
守
管
理
業
務
契
約
締
結
の

推
進
Ｈ
公
共
建
築
物
（県
施
設
）の

電
気
設
備
点
検
の
保
守
管
理
業
務

に
つ
い
て
は
、技
術
力
の
あ
る
地
元
専

門
業
者
で
組
織
さ
れ
た
県
内
電
気

工
事
関
係
組
合
傘
下
の
中
小
企
業

者
の
利
用
促
進
を
願
い
た
い
。

〔岐
阜
電
気
工
事
脇
・岐
阜
県
電
気

工
事
業
（工
組
こ

五
、金
属
板
金
屋
根
工
事
施
工

時
期
及
び
工
事
施
工
保
証
書
提
出

＝
金
属
板
金
屋
根
・外
壁
工
事
（屋

ξ

外
工
事
）施
行
に
つ
い
て
は
、降
雪
・

凍
結
時
に
よ
る
施
行
不
能
な
時
期

（十
二
月
、
二
月
）を
避
け
て
発
注

を
願
い
た
い
。

ま
た
、金
属
板
金
屋
根
工
事
に

あ
っ
て
は
、県
内
中
小
企
業
の
育
成

と
瑕
疵
担
保
責
任
等
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、全
日
本
建
築
板
金
保
証

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
財
物
弁
済
を
含
め

た
保
証
書
の
発
行
が
出
来
る
業
者

を
選
定
す
る
よ
う
元
請
け
業
者
の

指
導
を
願
い
た
い
。

〔岐
阜
県
板
金
（工
組
し

工（
、木
造
に
よ
る
構
造
計
画
の
積

極
的
な
推
進
＝
官
公
庁
等
公
共
建

築
物
の
構
造
計
画
に
つ
い
て
は
、大
半

が
Ｒ
Ｃ
造
り
に
な
っ
て
い
る
が
、木
材

需
要
の
振
興
を
図
る
た
め
に
も
今

一
度

″木
″
の
良
さ
を
見
直
し
、木

造
に
よ
る
公
共
建
築
物
の
積
極
的

な
推
進
に
つ
い
て
ご
配
慮
願
い
た
い
。

〔岐
阜
県
集
成
材
工
業
協
〕

七
、生
ヨ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
工
事

の
発
注
増
大
と
全
国
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
エ
業
組
合
認
定
共
同
試
験

場
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度
試

験
実
施
認
定
＝
県
内
の
公
共
工
事

に
お
け
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
工

事
の
発
注
増
大
及
び
全
国
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
エ
業
組
合
認
定
共
同
試
験

場
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
（圧

縮
強
度
試
験
）の
実
施
認
定
を
願
い

た
い
。

〔岐
阜
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（工
組
こ

八
、公
共
事
業
予
算
の
増
額
と
品

質
管
理
の
行
き
届
い
た
県
検
査
合

格
工
場
製
品
の
優
先
使
用
＝
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ニ
次
製
品
の
需
要
回
復
の
た

め
、関
係
公
共
事
業
予
算
の
増
額
と

県
内
の
公
共
工
事
に
品
質
管
理
の

行
き
届
い
た
製
品
を
供
給
す
る
岐

阜
県
の
検
査
合
格
工
場
製
品
の
優

先
使
用
を
願
い
た
い
。

ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
次
製
品

ダ
ヽ

の
発
注
に
つ
い
て
は
、
一
件
工
事
費
に

占
め
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
次
製
品
費

用
が
五
百
万
円
以
上
又
は
製
品
使

用
割
合
が
三
〇
％
以
上
に
つ
い
て
は

分
離
発
注
を
願
い
た
い
。

〔岐
阜
県
コン
ク
リ
ー
ト
製
品
棚
〕

九
、橋
梁
塗
装
工
事
の
地
元
中
小

企
業
者
へ
の
優
先
発
注
目
各
土
木

事
務
所
発
注
の
橋
梁
塗
装
工
事
に

関
し
て
は
、県
内
塗
装
業
関
係
組
合

傘
下
の
中
小
企
業
へ
の
優
先
発
注
と

工
事
発
注
量
の
増
大
を
願
い
た
い
。

〔岐
阜
県
塗
装
業
棚
〕

十
、砂
利
、砕
石
等
に
よ
る
（仮

称
）骨
材
問
題
対
策
協
議
会
の
設
置

＝
社
会
資
本
整
備
の
基
礎
資
材
で

あ
る
砂
利
、砕
石
資
源
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
及
び

学
識
経
験
者
、関
連
業
界
で
組
織
す

る
（仮
称
）骨
材
問
題
対
策
協
議
会

を
設
置
し
、砂
利
、砕
石
資
源
確
保

等
に
係
る
問
題
点
を
整
理
、検
討
を

願
い
た
い
。

〔岐
阜
県
砂
利
（協
こ

業
界
の
現
状
な
ど
を
報
告

中
央
会
は
一
月
二
十
日
、
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
で
『中
小
企
業
団
体
情
報
連

絡
員
全
体
会
議
』を
開
催
し
た
。ヽ
め
会

議
は
、
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
毎
月
景
況
調
査
を
実
施
。
そ
の
情

報
連
絡
員
が
県
内
の
産
業
、
業
界
等
の

情
報
交
換
を
行
う
目
的
に
開
催
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
森
本
中
央
会
専

務
理
事
を
座
長
に
、各
情
報
連
絡
員
か

ら
現
況
な
ど
の
報
告
を
き
い
た
。

主
な
報
告
は
次
の
と
お
り
。

▽
ギ
フ
フ
イ
ス
協
日
米
穀
販
売
が
許

可
制
か
ら
登
録
制
に
な
り
新
規
参
入

が
増
加
。
ま
た
、
既
存
の
流
通
価
値
が

無
く
な
って
き
て
お
り
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法
、 情

報
連
絡
員
全
体
会
議

商
品
表
示
の
管
理
等
が
業
界
の
課
題

と
な
って
い
る
。

▽
岐
阜
雑
貨
一フ
ト
協
＝
年
末
は
昨

年
並
み
の
売
上
げ
、
一
月
は
不
振
が
続

い
た
。ま
た
、
組
合
員
の
中
で
も
廃
業
す

る
者
が
出
て
い
る
。

▽
岐
阜
木
材
工
業
団
地
硼
＝
今
年

度
の
住
宅
着
工
は
百
二
十
万
戸
の
見

込
み
で
低
調
。

▽
岐
阜
県
機
械
金
属
商
業
硼
――
特

に
ベ
ア
リ
ン
グ
の
動
向
で
は
、
下
請
発
注

が
激
減
し
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
関
係
は
欧

米
向
け
が
増
加
傾
向
。
工
作
機
械
は

円
高
で
輸
出
減
、
国
内
向
け
は
以
前
よ

り
低
調
。

▽
岐
阜
県
電
器

（商
組
）
＝
量
販
店

の
進
出
が
続
き
、
特
に
修
理
な
ど
の
ソ
フ

ト
分
野
の
進
出
も
行
わ
れ
、
懸
念
材
料

が
多
い
、
と
そ
の
他
に
も
連
絡
員
の
意
見

一　
を
聞
い
た
。

情
報
連
絡
員
全
体
会
議
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低
調
な
年
末
需
要

中
央
会
が
主
要
業
種

八
十
五
組
合
を
対
象

に

ま
と
め
た

『十
二
月

の
特
色
」
と

つ
二
月
ま

で
の
景

況

の
見
通
し
』
は
次

の
と
お
り
。

〔十

二
月

の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業

の
特
色
は
①
年
末
需
要
が
盛
り
上
が
り
を

欠
く
②

景
況
感
は
下
げ
止
ま
り
か
③
収
益
状
況

の
悪
化
は
強
ま
る
―
と
な

っ
て
い
る
。

十

二
月

の
景
況
感

Ｄ
Ｉ
値
は

マ
イ
ナ

ス
３５
ポ

イ

ン
ト
で
、
前
月

の
マ
イ
ナ
ス
３４
ポ
イ

ン
ト
と
概

ね
同
レ
ベ
ル
の
悪
化
。
九
月

の
Ｄ
Ｉ
値

マ
イ
ナ
ス

県内中Jヽ企業主要業
霧躍文層マ晃実績)

表の見方 :売上ヽ景況感 :C好転 増加 △変わらす ▲悪化 減少

収
益
状
況
改
善
見
込
め
ず

|||||||||||||||||||||||||||||||

12月 景況調査
|||||||||||||||||||||||||||||||

取 ち あ I当 50
オt白勺 リ イ直 月 ポ

業
種
別
で
は
、小
売
業
関
係
、食
料
品
が
年
末
年
始

の
季
節
需
要
で
売
上
増
だ
が
、暖
冬
、冷
え
た
消
費
マ

イ
ン
ド
の
影
響
を
受
け
、結
果
的
に
前
年
割
れ
、三示
況

感
は
悪
化
。業
況
が
順
調
な
の
は
航
空
機
関
連
、好
転

は
、婦
人
子
供
服
、銘
木
、岐
阜
商
店
街
。亜
一化
は
食
料

口中
、窯
業
・土
石
、機
械
・金
属
等
で
あ
る
。

Ｔ
一月
ま
で
の
見
通
し
ビ
一月
ま
で
の
景
気
動
向
予

想
は
、
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス
４‐
ポ
ィ
ン
ト
で
、当
月
実
績

の
３５
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
６
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
予
想
。明

る
い
材
料
は
、住
宅
建
築
需
要
の
動
き
出
し
。

調査項 目

種業

七冗
　

　

上

受

　

　

注

収
益
状
況

′兄

感

見

通

し

油

造

＞

子

菓

造

穀

醤製』

噌

腐

内

味

豆

食

菓

米

酒

米

○

▲

▲

△

〇

〇

〇

○

▲

▲

△

〇

〇

〇

▲

▲

▲

△
〇

▲
○

△

△

ヽ

ヽ

糸

色

業

物

維

貨

下

ル

服

製

染工　繊雑　̈
砕

ん
　
　
卜

織
　
　
ト
　
　
ア

物
　
　
　
成
　
　
　
ズ

ッ
　
　
　
ッ
　
　
ン

人

ね

織

二

毛

合

二

靴

メ

婦

維

△

△

▲

▲

△

△
〇

▲

△

△

△

▲

▲

▲

△

△

〇

▲

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

▲

▲

△

△

▲
○

△

ヽ

＼

ヽ

材

木

材

＞

＞

き

濃

騨

の

美

飛

成
　
　
　
ひ

旦
（
旦
亀
仮

製

銘

集

家

家

東

△
〇

△
〇

▲

△

▲

○

△

〇

▲

△

△

△

△

△
〇

△

△

△

△

′

紙

紙

工

庭

殊

加

家

特

紙

○

▲

▲

○

△

▲

△

▲

△

▲

▲

＼

＼

▲ ▲ ▲

調査項目

種業

〓冗
　
　
上

受
　
　

江ヽ

収
益
状
況

,兄

蔵

見

通

し

十π
舗

販口ｍ
店

製

同

石

共

△

〇

△

〇

△

△

▲
　
△

街

街

街

街

街

店

店

店

店

店

商

商

商

商

商

市

市

市

見

市

市

阜

垣

台

那

山

岐

大

多

恵

高

〇

〇

〇

〇

▲

○

○

△

〇

▲

○

△

Zヽ

△

○

▲

△

▲

▲

ヽ

ヽ

備

備

館

館

宿

グ

術

業

作

業

整摯』赫民一美一制食

体

　

川

温

山

一
告

サ

像

ィ

良

呂

　

り

　

報

車

夕

長

下

高

ク

広

情

映

飲

▲

△
〇

一
▲

△

△

▲

△
〇

▲

△

△

一

▲

△

△

▲

△

〇

▲

▲

△

△

▲

△

▲

▲

△

△

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

＞

＞

築

物

事

事

金

具

宅

』岬建造工工板　住

備

木

木

造

構

気

設

築

　

直

土

土

木

鋼

電

管

建

建

産

○

△

△

△

▲

△

〇

△

△

一

△

△

△

▲

△

△

▲

△

△

▲

△

△

△

▲

／
　
↓
　

↓
　

↓
　

一
　

一
　

一
　

一
　
ヽ

貨 物 運 送 (岐 阜地 区 )

貨 物 運 送 (県 域 )

△

〇

△ △

△

調査項目

種業

士冗
　
　
上

受

　

　

注

収
益
状
況

景

況

感

見

通

し

プ ラ ス チ ツ ク △ △ ＼

＞

＞

ル

料

が

灰

ン

産

産

馨岬
″
原
　
　
　
生
生

＜

＜

ク

　

れ

　

コ

端端”業
火　　
利
石

陶

陶

モ

笙
¨
耐

石

生

砂

砕

▲

△

△

△

▲

▲

○

○

△

▲

△

△

△

△

▲
○

○

△

△

▲

△

△

▲

▲

△

△

▲

△

▲

△

△

▲

▲

△

△

△

＼

ヽ

＼

ヽ

ヽ

ヽ

物

刃物等金属製品 (輸 出 )

刃物等金属製品 (内 需 )

キ

鋳

メ

△

▲

△

▲

△

▲

▲

▲

▲

△

▲

△

▲

▲

▲

ヽ

ヽ

機 械 金 属

金          型

機 械 工 具  工 作 機

“

▲

△

▲

▲

△

▲

△

▲

▲

△

▲

電 気 機 械 器 具 ○ △ ▲

器機送 △ △

各種 物 産 品 (観  光 )

各種 物 産 品 (ギ フ ト)

▲

▲

▲

▲

▲
　
▲ ▲

器

業
一

〓冗
．

磁

卸〈
ロ

一陶

総

▲

○

▲

○

▲
　
△ △

ヽ

果物一』一一

産
　
　
不
動

機

　

自

電

ガ

占

青

水

家

メ

中

〇

一　
▲

〇

一

△
　
一　
▲
　
∩
）

一

▲

△

△

△

△

ヽ
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県パリ駐在員 丹 羽  麻規子

パリで認められた高山の家具たち

パリ国際家具見本市

1月 14日 か ら18日 までの5日 間、パ リの見本市

会場 にてパ リ国際家具見本市が開かれた。ドイ

ツのケルン、イタリアのミラノとともに、欧州1三

大家具見本市の一つに数えられるものである。

今回、この見本市 に日本から初めてある団体が

参加 した、(協 )飛 騨木工連合会の6社 である。会

期中会場につめていた私は、はるばる高山から

運ばれてきた家具がパリ会場で高い賞賛を得て

いる様子を連 日目の当たりにした。

(協 )飛騨木工連合会が出展

連合会のブースは、「現代 日本の日常生活を

トータルに見せる場」というコンセプ トのもと

に設営 された。展示品は無垢のダイエングテー

ブルや食器棚から、小糸焼の湯飲み、春慶塗のお

盆などの小物を含めて約100点 。各国の目利きの

バイヤーたちは、一つ一つの品物のクオリテイ

の高さ、優れたデザインを非常に高 く評価 して

いた。確かに、展示された家具は過剰に「日本」を

意識 したものでもなく、かといつて西洋に擦 り

寄って もいない、微妙かつ見事なバランスを

保つたデザインである。ヨーロツパのアパー ト

においても、そしてもちろん日本の普通の家に

おいてもなんら違和感を感じさせないものばか

りであつた。

パリには無数の家具屋があり、もちろん日本

調家具を扱 う店もある。そこで売られている家

具は、漢字がプリントされたソフア、民俗博物館

で見るような正方形の引き出しがたくさんつい

ている薬箱、骨董品のような長持ちといつた日

本のものと言い切つてしまうには「ちよつと違

う」と感 じる物が多い。しかし「ちよつと違う」こ

とを非難することは出来ない。というのは、日本

へゃってきたフランス人 も街のあちこちで

「ちょっと違う」と思うに違いなく、外国に対す

る勘違いはお互い様 といったところがあるから

だ。また、多少はその地に合わせてアレンジされ

るのは仕方ないことで、フランス人から見た日

本像のようなものも見えて面白い。しかし、概 し

てこうした店には日本マニア的な人のみが集ま

ることが多 く、「日本風だからいい」という嗜好

に支えられた人気にとどまり、広 く一般にその

価値を認められているとは言い難いのが現実だ。

飛騨の匠の技術が大反響

飛騨の家具に対する反応はそうしたものとは

少 し違つていた。日本的なことにこだわりすぎ

ず、しかし飛騨の匠の伝統の技を要所に生かし

た家具たちは、一部の日本人マニア的な人にと

どまること無 く「本当にいいものだからいいJと

認められ、大きな反響を得ていたのだ。

外国にいると、自国の海外での評価が特に気

になる。評価が良ければ訳もなく嬉 しく、そうで

なければ自分のせいでなくてもなんとなくいい

気分がしない。今回の見本市では、日本の、それ

も自分の出身県の産業が高い評価を得たことが

非常に嬉しく、誇らしい気持ちになつた。

パ
リ
国
際
見
本
市
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中
央
会
は
平
成
十
年
度
事
業
と

し
て
、
『中
小
企
業
情
報
創
造
発
信

強
化
支
援
事
業
』
に
取
り
組
ん
で
お

り
二
月

一
日
、中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
イ
ン
タ
ー
不
ツ
ト
上
に
開
設
し

た
。こ

の
事
業
は
、中
小
企
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
が
、依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
一
方
、現
下
の
情

報
が
氾
濫
す
る
状
況
の
中
で
、中
小

企
業
に
と
つ
て
は
、真
に
必
要
な
各
種

助
成
制
度
な
ど
中
小
企
業
関
連
施

策
に
関
す
る
情
報
、景
況
情
報
及
び

企
業
情
報
な
ど
を
入
手
す
る
こ
と
が

益
々
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
″中
小
企
業
情
報
の
マ
ル

チ
ス
ペ
ー
ス
″を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、中
央
会
固
有
の
情
報
や
業
界
情

報
の
結
節
点
で
あ
る
業
種
別
組
合
等

を
通
じ
て
、業
界
特
有
の
情
報
や
個

別
中
小
企
業
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
、併
せ
て
、行
政
機
関
や
関
係
機

関
等
と
も
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
中
小
企
業
に

と
っ
て
真
に
必
要
な
情
報
を
容
易
に

検
索
で
き
る
シ
る
ア
ム
を
構
築
し
た
。

中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
上
一月

一
日
か
ら

中
小
企
業
・組
合
等
の
情
報
提
供
開
始

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
開
設
式

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

こ
れ
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
情
報

収
集
並
び
に
組
合
・組
合
員
企
業
の

情
報
発
信
を
支
援
を
す
る
と
と
も

に
、受
発
信
等
に
よ
る
双
方
向
で
の

出
会
い
の
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、中
小
企
業
に
お
け
る
情
報

化
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は
、コ
〓

ｐ
、＼Ｅ
Ｅ
■
６

，
ｃ
ｏ
末
２
１
ｄ
一｛Ｆ
ｏ
「
』０
ヽ

中
央
会
の
代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
、一ユ

０
◎
０

，
ｃ
ｏ
天
Ｌ
１
〇
一ご
Ｒ
３

ま
た
、職
員
等
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

９
頁
の
と
お
り
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
は
、次

の
ペ
ー
ジ
の
「岐
阜
県
中
央
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
構
成
図
」
の
と
お
り
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
色
は
、次
の
と

お
り
。

○
情
報
検
索
機
能
（全
文
検
索
）

日
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
検
索
機
能

（全
文
検
索
）を
設
け
、利
用
者
は

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
必
要
な
情
報
を
容
易
に
抽
出

で
き
る
。

国
、地
方
自
治
体
及
び
関
係
機
関

で
は
、融
資
制
度
や
各
種
助
成
な
ど

多
様
な
中
小
企
業
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
が
、そ
の
よ
う
な
助
成
制

度
を
認
知
し
て
い
な
い
が
た
め
に
利

中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
ペ
ー
ジ
を
紹
介

用
で
き
な
い
事
業
者
も
多
く
存
在
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検

索
機
能
を
用
い
れ
ば
、各
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
情
報
が
効
率
的

に
収
集
で
き
る
。

○
情
報
掲
示
板
機
能
日
本
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
情
報
掲
示
板
機
能
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
「パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

の
募
集
」
や
、こ
の
掲
示
板
を
聞
覧
し

て
ア
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
発
見
」
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
社
の
技
術
や
製
品
に
他
社
の
技

術
・サ
ー
ビ
ス
等
を
付
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、新
規
事
業
の
展
開
を
目
指

し
て
い
る
事
業
者
に
と
っ
て
こ
の
機
能

は
有
益
で
あ
る
。

籍
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ナマナマ情報
(What's Ncw

中央会ガイド

中央会の活動

組合リスト

岐 阜 県 中 央 会 ホ ー ム ベ ー ジ 構 成 図

トップペー ジ コンピュータ西暦2000年問題
コンピュータ西暦2000年問題に対応するための各支
援策を紹介

中央会の概要、アクセスマップ、事務局構成・担当事業
等を紹介

主な活動内容を項目別に紹介

平成10年 度の重点活動目標及び実施事業の内容を
紹介

中央会内の特別組織 (青年中央会、組合士協会等 )

の概要等を紹介

岐阜県中小企業情報の記載記事を紹介 (テ スト中)

中小企業組合関係のパンフレット・書籍等を紹介

組織別・業種別に会員組合の概要と紹介し、組合及
び組合員間の交流支援を行う。

多角的連帯指導事業で収集した指導者・支援者の概要を

紹介し、組合等の事業支援のための人材情報を提供する。

研修会・講習会の開催概要を紹介し、参加者を募る。

組合等が自ら行う補助事業の交付要件等を紹介し、
実施希望組合等を募る。

第51回 全国大会 (沖縄県)の 開催概要を紹介し、参
加に向けPRを行う。

ソフトビアジャパンヘの共同進出企業の募集を紹介

組合等の種類と主な事業、組合制度の比較、組合設
立フロー等を紹介

組合管理・運営等に係わるQ&Aを 紹介し、トラブル解
決の支援を図る。

国や県の中小企業関係の支援施策を紹介。全文検
索機能を活用

県及び政府系金融機関等の融資制度を紹介

組合等に関する税の優遇措置を紹介 (テスト中)

中小企業関係施策を紹介している関係各省庁のペー

ジとリンク

県内先進組合を紹介。全国中央会が紹介している全国
の先進組合事例のページとリンクし、交流支援を行う。

県内組合の設立動向を統計的に紹介 (テ スト中)

1青 報連絡員調査、労働事情実態調査等の調査結果
を糸召介

各省庁・県・全国の中央会・商工関係機関・金融機関
等とのリンク

ホームページを開設している組合等とのリンク

ホームページ全体をデータベース化し、キーワード入力
により、該当ベージを表示

パートナー企業等の募集・発見

中央会とは

県中小企業情報ニュース

パンフレット・書籍案内 |

国・県の助成制度

1各省庁とのリンク  |

1掲示板      |

インフォメーシヨン

(Inforrnation)

指導者・支援者リスト

事業の募集

ソフトビアジャバン共同進出

セミナー等案内

組合制度のご案 内

(Union Guide) 組合等制度の概要

中小企業施策のご案内

(Counter_Plan Guidel

県・金融機関の融資制度

税の優遇措置

組合等のご紹介
(Associations Guide) 先進組合の紹介

調査リポート
(Repolt SuⅣ cy 中央会調査報告

関係機関とのリンク

組合等とのリンク

ホームページ全文
キーワード検索

掲示板
(Bulletin Board)

何でも交流サロン
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組
合ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強
化

支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、
中
央

会
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
組

合
は
次
の
と
お
り
。
ま
た
、
各
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
二
月

一
日

か
ら
掲
載
し
た
ｃ

・
飛
騨
信
用
組
合
　

，
許６
ミ
〓
三

だ
わ
す
ｃ
ｏ
天
笙
ｌ
ｄ
一ご
ｂ
二
又
〓
Ｑ
”
∽

，
３
ヽ
　
・
協
同
組
合
岐
阜
県
観
光

物
産
セ
ン
タ
ー
　

，
一ぎ
、
三
〓
〓
６
す

●
０
バ
”
Ｔ
１
０
〓
Ｃ
Ｏ
二
０
σヽ
ｃ
∽
∽
”
コ
、

・
協
同
組
合
い
び
石
　
す
計６
き̈
くて

■
６

，
ｃ
ｏ
天
２
１
ｄ
一ご
６
ユ
又
ご
一お
三

ヽ
　
・
大
垣
中
小
企
業
福
祉
協
同
組

〈
口
　

，
静́
ｐ
ヽヽ
三
重
三
ゎ
す
ｃ
ｏ
末
２
１
６
〓

Ｆ
♀
き

天ヽ
”
８́
３
Ｑ
の
う
ヽ
　
・
益
田

信
用
組
合
　
す
汁ぢ
ヽ
■
重
重
６

，
ｃ
ｏ
末

Ｌ
１
〇
一ご
Ｒ
一又
ヨ
”
∽
ｃ
∽

，
一ミ

・
協
同
組
合
映
像
情
報
セ
ン
タ
ー

す
´́
０
、̈、Ｅ
‘
Ｅ
６

，
ｃ
ｏ
バ
２
１
る
一（Ｆ

Ｒ

３
≧
お
ヽ
　

・
岐
阜
県
プ

ラ
ス

チ

ッ
ク
エ
業
組
合
　

，
汁８
ミ
妥
妥
Ｅ

Ｏ

，

Ｃ

Ｏ

バ

”

Ｔ

Ｉ

Ｑ

〓

Ｃ

Ｏ

Ｆ

一

０

、

天

①

⊃

Ｏ

Ｌ

ヽ

９

ヽ
　
・
全
日
本
自
治
体
職
員
福
祉
協

同
組
合
　

，
一６
ミ
Ｅ
Ｅ
ε
ｏ

，
ｃ
ｏ
末
Ｌ

‐１
９
「⊂
ｏ
ヽ
一０
き
①
⊃
ご
＾
ｃ
＼
　
―
の

八
組
合

・
八
十
九
企
業
の
概
要
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

飛
騨
信
用
組
合

硼
岐
阜
県
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

協
い
び
石

大
垣
中
小
企
業
福
祉
硼

益
田
信
用
組
合

閉
映
像
情
報
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（工
組
）

全
日
本
自
治
体
職
員
福
祉
硼

協同組合岐阜県観光物産センタ|
驚ξξiぶ彎讐ぶお譜

'i7      1 1

今、・ オリベの

“

■が荻く。 rtュ iど ,パ・●r"●●|

‐‐11言:::3::lll

大標‐  ‐J珈 警び

l慾i〒 ノ繁J:滋な.ち_

層ごぁt.‐   ‐鶴=籠・ 締

鶴   饉 すtヽ4■■燿

豊 轟宮
^兒
   目‐・,→ 螂

館 車県
|二

靱
夏五Z′婁鯨「十なfう

こそ!



(9) 1999年 (平成 11年 )2月 15日   岐阜県 中 7Jヽ 企 業 情 幸晨  (第二種郵便物認可)第 472号

岐
阜
県
行
動
計
画
を
策
定

ヨ
ノ
ピ
ュ
ー
タ
二
〇
〇
〇
年
問
題

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

西
暦
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
日
付
に
対

応
し
な
い
場
合
に
、
シ
ス
テ
ム
が
正

常
に
機
能
し
な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

西
暦
二
〇
〇
〇
年
問
題
は
、
高
度
情

報
社
会
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
対
応
の
遅
れ
な
ど
は
社
会
経

済
や
県
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
岐
阜
県
で
は

「残
り

一

年
を
切
っ
て
お
り
、
不
測
の
事
態
に

備
え
る
危
機
管
理
に
重
点
を
置
く
」

た
め
行
動
計
画
を
策
定
し
、
新
年
度

か
ら
全
庁
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
、
今

一
度
足

元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

中
部
通
商
産
業
局
・財
団
法
人
省

千
不
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
共
催
で

『改
正
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
説
明
会
と

省
エ
ネ
技
術
情
報
』
の
説
明
会
が
開

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
大
い
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●中央会ホームベージア ドレス●
URL‐ http:〃 www.chuokai‐ gifu.or.ip/

●中央会職員のメールア ドレスー覧●
代表 infO@chuokJ―gru.OrJp

ピ
ュ
ー
タ
二
〇
〇
〇
年
問
題
の
支
援

施
策
の
詳
細
を
中
央
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

改
正
・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
説
明
会

支
援
施
策
を

中
部
通
産
局
と
省
エ
ネ
セ
ン
タ
ー
主
催

ア
ド
バ
イ
ス
′

中
央
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

早
急
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
コ
ン

催
さ
れ
る
。

こ
の
説
明
会
は
、平
成
十

一
年
四
月

一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
コ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
伴
い
、東

海
三
県
の
四
会
場
で
行
わ
れ
る
。

開
催
日
時
と
場
所
は
次
の
と
お
り
。

▽
東
海
地
区
＝
二
月
二
十
五
日
・

午
後

一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分
、

名
古
屋
市
公
会
堂
（改
正
省
エ
ネ
法

説
明
会
の
み
）

▽
愛
知
地
区
＝
三
月
三
日
・午
前

十
時
～
午
後
四
時
三
十
分
、愛
知
県

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

▽
三
重
地
区
日
三
月
九
日
・午
前

十
時
～
午
後
四
時
三
十
分
、じ
ば
さ

ん
三
重

▽
岐
阜
地
区
＝
二
月
十

一
日
・午

前
十
時
～
午
後
四
時
三
十
分
、岐
阜

市
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
は
不
要
。参
加
に
つ
い
て

は
、名
刺
を
持
参
く
だ
さ
い
。問
い
合

わ
せ
は
団
省
千
不
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（ＴＥＬ
Ｏ
五
二
―
二
三
二
―
三
二
一
六
）

ま
で
。

No 所 属  等 氏 名 メールア ドレス

1 専 務 理 事 森本 安彦 mo“ moto@chuOka卜 gifu.or.iF

2 事 務 局 長 石田 泰男 ishida@chuokai―gifu.or.ip

3 事務局 次長 酒井  淳 sakai(Dchuokai―gifu.or.ip

4 総務調整課 村井 朝美 mural@chuoka卜gru.Or.ip

5 ム
ロ 高敏 t―kawai(Dchuokai― gifu.or.ip

6 窪田 英男 kubota@chuokal―gifu.or.ip

7 神谷 敦子 kamiya@chuokai― gifu.or.ip

8 広報振興課 松野 信一 matsuno@chuokai― gifu.or.jp

9 高木 敏朗 t―takagi@chuokai― gifu.or.ip

10 高橋  徹 t―takaha@chuokai― gifu.or.ip

水野 謙二 mizuno@chuokai― gru.or.lp

12 組織指導課 池田 真澄 ikeda@chuokai― gifu.or.lp

13 安達 洋子 adachi@chuokai― gifu.or.jp

14 大沼 浩宣 Эhnuma@chuokai―gifu.or.ip

15 高橋 一大 i―takaha@chuokai― gifu.or.ip

16 調査労働課 河村 秀彦 komura@chuokai― gifu.or.ip

17 森瀬  融 morise@chuokai― gifu.or.jp

18 中林 伸介 nakaba@chuokai― gifu.or.ip

19 情報企画課 藤澤 志成 fuiiSawa@chuokai― gifu.or.ip

20 ブヽ本寸  禾口輩厄 kimura@chuokai― gifu.or.ip

21 曽我 圭次 soga@chuokai― gifu.or.jp

22 高井 和貴 takai(Dchuokai― gifu.or.ip

23 小林 寛司 koba@chuokai― gifu.or.jp

24 東 濃 支 所 chuokait@quartz.ocn.ne.jp

25 飛 騨 支 所 chuokaih@quartz.ocn.ne.ip
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産
廃
活
用
で
意
見
交
換

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

辻
会
長
の
開
催
あ
い
さ
つ

ｍ
地
球
環
境
村
ぎ
ふ
・
岐
阜
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会

・
岐
阜
県
中
小

企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
が

主
催
し
た

『岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク

ル
フ
オ
ー
ラ
ム
”
』
が
二
月
十
日
、

県
民
文
化
ホ
ー
ル
未
来
会
館
で
開

催
。
県
内
の
事
業
者
及
び
白
治
体
関

係
者
約
五
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「企
業
に
お
け

る
廃
棄
物
対
策

ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
　
皆
で
つ
く
る

地
球
環
境
村
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調

報
告
と
フ
オ
ー
ラ
ム
で
パ
不ヽ
ル
デ
ィ

安
藤
氏
の
基
調
報
告

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
主
催
者
側
と
し

て
桑
田
宜
典
地
球
環
境
村
ぎ
ふ
理
事

長
は

「各
業
界
及
び
企
業
・市
町
村
・

県
が

一
体
と
な
っ
て
産
業
廃
棄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
取
り
組
み
、
県

民
に
対
し
安
心
で
き
る
施
設
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
ま
た
、
辻

正
中
央
会
会
長
は

「リ
サ
イ
ク
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
産
業
廃
棄
物
処
理
に
対
し
、

世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
パ

ネヽ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

０
プ
ラ
ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

部
の
安
藤
健
吾
生
活
環
境
室
長
を
招

き
、
「自
動
車
製
造
工
程
に
お
け
る
廃

棄
物
低
減
へ
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
報
告
を
行
い
、
同
社
の
自

動
車
製
造
工
程
で
の
廃
棄
物
の
低
減

化
へ
の
取
り
組
み
や
そ
の
事
例
を
交

え
な
が
ら
説
明
し
た
ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「我
が
業
界

は
、
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
を
テ
ー

マ
に
パ
不ヽ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
川
島
秀
雄
氏
（岐

阜
県
繊
維
協
会
長
Ｙ

宮
地
吾
郎
氏

（岐
阜
県
陶
磁
器
産
業
連
盟
副
会

長
了
後
藤
利
夫
氏

（岐
阜
県
紙
業
連

合
会
副
会
長
）
・炭
竃
利
夫
氏

（岐
阜

県
機
械
金
属
協
会

・
岐
阜
県
刃
物
産

業
連
合
会
副
会
長
Ｙ

渡
辺
邦
彦
氏

（岐
阜
県
木
工
連
合
会
長
）
。大
松
利

幸
氏

（岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
エ
業

組
合
理
事
長
）
・後
藤
明
氏

（岐
阜
県

食
品
産
業
協
議
会
副
会
長
）
・吉
川
光

彦
氏

（社
団
法
人
岐
阜
県
建
設
業
協

会
常
任
理
事
▼
本
田
昌
宏
氏

（社
団

法
人
岐
阜
県
畜
産
会
事
務
局
長
）
・後

藤
昭
夫
氏

（関
市
長
）、
司
会
は
野
崎

武
敏
氏

（岐
阜
県
科
学
技
術
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
）
の
各
産
業
団
体
代
表

者
ら
十
一
人
が
、
各
業
界
な
ど
の
取

り
組
み
状
況

・
廃
棄
物
処
理
の
現
状

に
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

王ヽ
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
見
と
し
て

は
、
繊
維
業
界
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
を
ペ
レ
ッ
ト
化
し
繊
維
の
原
料

へ
の
再
生
利
用
の
取
り
組
み
。
陶
磁

器
業
界
は
、
陶
磁
器
を
建
設
用
骨
材

へ
の
再
利
用
。
紙
業
業
界
は
紙
の
ス

ラ
ッ
ジ
で
セ
メ
ン
ト
原
料

・
骨
材
な

ど
に
再
利
用
。
機
械
金
属
業
界
で
は

金
属
回
収
で
の
再
利
用
。
木
工
業
界

で
は
端
材
で
の
小
物
製
品
や
キ
ノ
コ

栽
培
で
の
再
利
用
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
は
再
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

化
。
食
品
業
界
で
は
、
卵
の
殻
な
ど

の
廃
棄
物
が
、
畜
産
業
界
で
飼
料
と

し
て
再
利
用
。
建
設
業
界
で
は
ア
ス

フ
ア
ル
ト
の
資
源
化
、
木
く
ず
の
再

利
用
。
畜
産
業
界
は
糞
尿
な
ど
を
発

酵
し
、
た
い
肥
化
へ
。
関
市
で
は
市

全
体
で
の
ゴ
ミ
の
減
量
へ
の
取
り
組

み
―
な
ど
の
意
見
発
表
が
な
さ
れ

た
。し

か
し
、
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
は
回
収
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
・

費
用
、
そ
の
た
め
の
廃
棄
物
の
安
定

供
給
化
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

費
用
な
ど
が
産
業
廃
棄
物
処
理

・
リ

サ
イ
ク
ル
化
な
ど
が
各
業
界
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
産

・
学

・

官
が

一
体
と
な
っ
て
研
究
し
て
い
く

ほ
か
、
各
業
界
間
で
の
再
利
用
の
方

向
性
を
探
る
な
ど
異
業
種
交
流
が
重

要
で
あ
る
と
の
意
見
発
表
が
な
さ
れ

た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
た
ち
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賃
金

・
労
務
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

人
事

・
労
務
担
当
者
の
机
上
に
一
冊

中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
研
修
会

県
下
三
会
場
で
実
施

総
務
調
整
課
、
広
報
振
興
課
、

組
織
指
導
課
、
調
査
労
働
課
、

情
報
企
画
課
、

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

中
央
会
で
は
、中
小
企
業
及
び
組

合
に
対
す
る
主
要
税
制
及
び
平
成

十

一
年
度
税
制
改
正
の
概
要
に
つ
い

て
「中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
の
内

容
と
平
成
十

一
年
度
税
制
改
正
要

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
編
・

（財
）中
小
企
業
情
報
化
促
進
協
会

発
行
の
コ

九
九
九
年
版
　
任貝
金
・

労
務
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』が
二
月
十
五
日

か
ら
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

同
書
の
特
集
は
、激
変
の
企
業
環

境
下
に
お
い
て
「高
付
加
価
値
直
経

営
」を
担
う
ヨ
（能
人
」を
活
か
せ
る

環
境
整
備
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
変
革
の
時
代
に
必
要
不
可
欠
な

「絶
対
評
価
」の
で
き
る
賃
金
ンヽ
る
ア
ム

″
Ｄ
Ｋ
ニ
ア
ル
″の
導
入
に
よ
り
「人
も

企
業
も
活
か
す
｝
」と
が
で
き
る
手
法

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

労
務
管
理
上
必
要
な
各
種
事
項

綱
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、兼
山
登
税

理
士
を
講
師
に
招
き
、次
の
日
程
等

に
よ
り
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、法
人
税
、法
人

事
業
税
の
大
幅
引
き
下
げ
や
中
小

に
関
す
る
最
新
資
料
を
中
小
企
業
向

け
に
厳
選
し
、最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
わ

か
り
易
く
解
説
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

各
章
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
内
容

把
握
も
容
易
に
出
来
ま
す
。

各
項
目
は
経
済
の
動
き
、初
任
給
、

賃
金
制
度
・諸
手
当
、昇
給
人
―
ス

ア
ッ
プ
、職
種
別
賃
金
な
ど
十
八
章
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

本
の
体
裁
は
Ｂ
５
版
／
三
百
八
十

頁
、定
価
四
十
二
百
円
（本
体
＋
税
）、

送
料
別

問
い
合
わ
せ
・申
込
み
は
中
央
会
・

調
査
労
働
課
（肌
〇
五
八
―
二
七
七

―

一　
一
〇
〓
し
ま
で
。

企
業
経
営
革
新
支
援
法
（仮
称
）
関

連
税
制
の
創
設
な
ど
、知
っ
て
お
く
べ

き
主
要
な
税
制
に
つ
い
て
冊
子
『組

合
関
係
税
制
の
あ
ら
ま
し
』
に
基
づ

い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
時
・場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

２
月
中
〕

８
日
～
１４
日
　
岐
阜
県
陶
磁
器
工
業

協
同
組
合
連
合
会
傘
下
・新
春
見

本
市
（多
治
見
市
・土
岐
市
等
）

‐６
日
　
岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
エ
業

組
合
・創
立
３。
周
年
記
念
式
典
（グ

ラ
ン
ヴ
エ
ー
ル
岐
山
）

‐４
日
　
多
角
的
中
小
企
業
連
携
促
進

委
員
会
（県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

‐８
日
～
２。
日
　
組
合
管
理
者
等
講
習

〈員
多
治
見
市
。高
山
市
・岐
阜
市
）

２。
日
　
中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員

全
体
会
議
（県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

▽
岐
阜
会
場
上
二
月
十
八
日
・午

後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分
、場

所
は
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
２
Ｆ
「金
華
」

▽
東
濃
会
場
⊥
二
月
十
九
日
・午

後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分
、場

所
は
美
濃
焼
セ
ン
タ
１
２
Ｆ
ホ
ー
ル

▽
一呂
山
会
場
＝
〓
一月
二
十
三
日
・

午
後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分
、

場
所
は
（財
）飛
騨
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
１
３
Ｆ
会
議
室

参
加
申
込
は
、中
央
会
・組
織
指

導
課
（ＴＥＬ
Ｏ
五
八
―
二
七
七
―

一

一
〇
一
し
ま
で
。

平
成
十
年
度
中
小
企
業
大
学
校

瀬
戸
校
運
営
会
議
（名
古
屋
市
）

２‐
日
　
物
流
関
係
分
野
組
織
化
推
進

事
業
・東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
指
導

員
会
議
（名
古
屋
市
）

物
流
関
係
分
野
組
織
化
推
進
事

業
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員
研

究
会
（名
古
屋
市
）

２２
日
　
岐
阜
県
農
村
地
域
工
業
導
入

促
進
審
議
会
（県
議
会
西
棟
）

岐
阜
県
雇
用
安
定
・創
出
対
策

協
議
会
（グ
ラ
ン
ヴ
エ
ー
ル
岐
山
）

２６
日
　
下
呂
温
泉
旅
館
（協
）創
立
３５

年
記
念
式
典
（水
明
館
）

岐
阜
大
学
就
職
問
題
連
絡
会
議

（グ
ラ
ン
ヴ
エ
ー
ル
岐
山
）

２７
日
　
県
官
公
需
フ
オ
ー
ラ
ム
・県

議
会
幹
部
と
の
懇
談
会
（平
安
閣
）

２８
日
　
岐
阜
県
地
方
職
業
安
定
審
議

〈只
議
会
棟
３
階
）

２９
日
　
澤
野
美
得
藍
綬
褒
章
受
章
祝

賀
会
（ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

中
小
企
業
庁
は
、
中
小
企
業
組

合
の

″政
治
的
中
立
の
保
持
″
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

商
工
組
合
、
協
同
組
合
、
企
業

組
合
等
の
中
小
企
業
関
係
組
合
は
、

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る

法
律
第
七
条
第
三
項
、
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
第
五
条
第
三
項
に

『組
合
は
特
定
の
政
党
の
た
め
に

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
規
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

法
の
趣
旨
は
、
組
合
の
外
部
勢
力

組
合
の
政
治
的
中
立
を

中
小
企
業
庁
呼
び
か
け
る

に
よ
り
、
ま
た
、
内
部
の
小
数
に
よ
っ

て
組
合
が
政
治
目
的
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
防
止
す
る
も
の
で
、
今
後
と

も
法
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
の
う

え
、
組
合
運
営
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
組
合
の
名
で
特
定

な
公
職
選
挙
の
候
補
者
を
推
せ
ん

し
た
り
、
組
合
の
総
会
で
特
定
候

補
者
の
推
せ
ん
や
特
定
政
党
の
支

持
を
決
議
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。
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